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Ⅰ 調査の設計 

 

◆調査の目的 
 
 不登校児童生徒の在籍比率の高さ（平成 21 年度で小学校全国５位、中学校７位）や学

力低下の顕在化（平成 22 年度、中学校は全国 40 位前後）、現役の大学進学率も下位、さ

らに子どもの体力の低下など長野県教育にさまざまな課題が指摘されている。阿部守一

知事も教育再生を県政の柱に据えて、新たな教育振興基本計画策定に動き出している。

100 年の大計といわれる教育の現状を県民はどう見ているのか、どうすべきか、将来への

方向性を探る。 

 協会の教育に関する調査は「われら信州人」シリーズで 1999 年、2006 年の２回、長野

県経営者協会と共同で 2001 年に実施している。今回は 01 年調査を参考に、現在の問題

点を加味して行った。 

 
 
◆調査の設計 

 
 ▽調査対象 長野県内に住む２０歳以上の男女８００人 

    

 ▽抽出方法 層化三段無作為抽出法。対象者は各市町村の選挙人名簿から抽出 

    

 ▽調査時期 ２０１１年６月２４日～７月１４日 

 

 ▽調査方法 郵送（一部ファクス・インターネット回収） 

 

 ▽調査地点 １９市６町５村（計３０市町村） 

 
◆回収結果 

 
▽有効回収数  ４２３人 （回収率５２．９％＝男性１７９人 女性２４４人） 

 

 

 

 

＜注＞報告書のパーセント数字は小数点第２位を四捨五入。合計が 100 にならない場合がある。 

    見出し、文中は小数点第１位を四捨五入して表記した。 

 

  



 

＜サンプル

【性別と年代

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【地域】
北信
東信
中信
南信

【市郡別】
長野市
松本市
その他の市
郡部

【結婚の有
未婚
既婚
離別
死別
不明

【職業】
事務系・技
現業系・サ
役員・管理
商工・自営
農・林・漁業
専業主婦
学生
無職
その他
不明

ルの内訳＞

代】 

全体

男性

女性

1.

0%

5%

10%

15%

市部

有無】

技術系従事者
サービス系従
理職・自由業
営業
業

＞ 

 

合計
423

100.0%
179

42.3%
244

57.7%

4%

4.7%

20代

男性 女性

者
事者

20代
26

6.1%
6

1.4%
20

4.7%

4.5%

7.1%

30代

性

118 27
88 20
93 22

124 29

75 17
36 8

213 50
99 23

52 12
334 79
15 3
13 3
9 2

92 21
85 20
25 5
34 8
28 6
76 18
-

61 14
20 4
2 0
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30代
49

11.6%
19

4.5%
30

7.1%

6.4%

11.3%

40代

7.9%
0.8%
2.0%
9.3%

7.7%
8.5%
0.4%
3.4%

2.3%
9.0%
3.5%
3.1%
2.1%

1.7%
0.1%
5.9%
8.0%
6.6%
8.0%

-
4.4%
4.7%
0.5%

40代
75

17.7%
27

6.4%
48

11.3%

10.9%
12.5%

50代

50代
99

23.4%
46

10.9%
53

12.5%

12.3%% 13.5

60代

60代 7
109

25.8%
52

12.3%
57

13.5%

6.9%

5%

8.

70歳以上

70歳以上
65

15.4%
29

6.9%
36

8.5%

.5%

上



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【同居家族
単身世帯
夫婦
親と子の2世
親、子、孫
その他
不明

【子ども】
乳幼児
小学生
中学生
高校生
短大・専門
大学生
いない（既
不明

【最終学歴
中学校（高
高校（旧制
短期大学・
4年制大学
不明

【暮らし向き
上の上
上の下
中の上
中の下
下の上
下の下
不明

【学習塾に
はい
いいえ
不明

族の構成】

世代世帯
の3世代世帯

門・他

に成人を含む

歴】
高等小学校）
制中学）・専門
高専

学・大学院

き】

に子供を通わ

 

帯

む）

門学校

わせているか

24 5
87 20

196 46
97 22
11 2
8 1

39 30
38 29
37 29
40 31
10 7
31 24

258 61
38 9

45 10
232 54
58 13
72 17
16 3

1 0
13 3

150 35
175 41
51 12
20 4
13 3

】
28 32
51 59
7 8

3 

5.7%
0.6%
6.3%
2.9%
2.6%
1.9%

0.7%
9.9%
9.1%
1.5%
7.9%
4.4%
1.0%
9.0%

0.6%
4.8%
3.7%
7.0%
3.8%

0.2%
3.1%
5.5%
1.4%
2.1%
4.7%
3.1%

いな

2.6%
9.3%
8.1%

乳

小

中

高

短大・専門

大

ない（既に成人を含

7.9

9.

0% 10%

乳幼児

小学生

中学生

高校生

門・他

大学生

含む）

不明

30.7%

29.9%

29.1%

31.5%

9%

24.4%

0%

20% 30% 40%

%

%

61.0%

50% 60% 70%

%
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Ⅱ 調査

中学校教

 長野県を

「思わない

わからない

1 位は「教

治期からの

を挙げた人

 小学校教

ているもの

より不満が

者は 62％

 教員への

「尊敬でき

る保護者は

としてい

の満足度

低下や高い

いるように

 これか

要だと思

つけ」「教

かれた。た

圧倒的だっ

 大学教育

ない」24％

ついて、県

た。特に中

といえば期

わせて 21

 子どもた

を合わせて

の重大さが

 以下質問

 

査のポイン

教育へ不満

を教育県だ

い」が 60％

い」が 31％

教員の教え

の教育県の

人も多かっ

教育への満

のの、中学

が多い。特

が「満足し

の尊敬度は

きる」が優

は半数近く

る。実際に

も尊敬度も

い不登校率

に見える。

らの長野県

うのは「基

教員の資質や

ただ小中学

った。 

育関係では

％、「何とも

県が検討委

中南信は 8

期待する」

％を上回っ

たちの将来

ても２割に

があらため

問項目に沿

ント 

満 

だと「思う」

％、「何とも

％。「思わな

える力が低下

の伝統がな

った。 

満足度は不

学校・高校

特に中学生

していない

は小中高と

優位だが、

くが「尊敬

に子どもが

も低い中学

率の問題が

 

県教育を考

基礎学力」「

や指導力」

学生がいる保

は、新たな公

も言えない

委員会をつ

割以上が知

が合わせて

ったが、３

来は「明るい

に満たない。

めて認識され

沿って概要を

 

」は９％で

も言えない

ない」理由の

下」で、「明

くなった」

満を上回っ

校教育は満足

生がいる保護

」。 

も全体では

中学生がい

敬できない」

いる保護者

学校に、学力

反映されて

考える上で重

「公徳心やし

が上位に置

保護者に絞

公立４年制

い・わからな

くり検討し

知らなかっ

て 44％、「

人に１人は

い」と答えた

。「暗い」が

れる結果と

を紹介する
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で、

・

の

明

」

っ

足

護

は

い

」

者

力

て

重

し

置

絞ると、「基

制大学の必

ない」38％

しているこ

った。４年制

「期待しない

は「何とも

た人は４％

が全体で６

となった。

る。 

◆長野

◆小中

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

基礎学力」

必要性を聞い

％と割れた。

とを「知っ

制化への期

い」「どちら

言えない

％に過ぎず、

６割に上り、

野県は教育県か

高生がいる保護

63.2%

34.2%

78.9%

15.8%

小学校

と「教員の

いた。「必要

。長野県短

っている」は

期待は「期待

らかといえ

・わからな

「どちらか

、子どもの

か 

護者の満足度、

%

29
%

62

%

40

%

48

中学校

満足

満足

尊敬

尊敬

の資質や指導

要」37％、

短期大学のあ

は 24％に

待する」「

えば期待しな

ない」として

かと言えば明

の将来へ大人

、先生への尊敬

9.7%

2.2%

0.5%

8.6%

高等学

足＋ある程度満足

足していない＋あま

敬＋まあ尊敬

敬できない＋あま

導力」が

「必要で

あり方に

とどまっ

どちらか

ない」合

ている。 

明るい」

人の責任

敬度 

35.0%

50.0%
55.0%

27.5%

学校

足

まり満足していな

り尊敬できない

ない
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Ⅲ 調査の概要 

 長野県の教育について  （問１～12） 

◆長野県は「教育県だと思う」9％    

 長野県は教育県だと「思う」９％、「思わ

ない」が 60％、「何とも言えない・わからな

い」の保留層が 31％に上った。協会の調査

では過去２回聞いているが、99 年、01 年と

も「思う」が 7％、「思わない」は 66％と 70％。

それとの比較では肯定がややアップ、否定

がややダウンとなったものの、教育県否定

派が大勢を占めることには変わりない。 

 特に厳しい見方をしているのは 30 代と

50 代、地域別では北信、中学生から大学生

まで子どもがいる保護者は「思わない」が

いずれも７割以上に上った。 

 教育県だと「思わない」理由として挙げ

ているのは「教員の教える力が低下」44％、

ほぼ同列で「明治期からの教育県の伝統が

なくなった」42％と続く。裏返せばかつて

は教育県だったと思っている人が多いこと

になり、教育県だと思う人の理由トップは

「明治期からの教育県の伝統が生きている」

だった。 

 

◆小中高と進むにしたがい、下がる満足度 

小中高校教育への満足度を学校の段階ごとに聞いた。「満足している」「ある程度満足

している」を合わせた数字で、「小学校」46％、「中学校」32％、「高校」24％と学校が上

に進むにしたがって満足度が低くなる。中学校、高校は不満足が満足を逆転し、その差

も拡大する。01 年との比較でも同じ傾向だ。ただ積極的に「満足している」と答えたの

は各学校でも一けたに過ぎない。 

実際に学校に子どもがいる保護者の満足度を見ると、小学校 63％、中学校 30％、高校

35％で小学校と中高の落差が目立つ。特に中学校に「満足していない」保護者は 62％と、

小学校・高校に比べて一際高い。 

今回の調査では「何とも言えない・わからない」が各段階とも増えた。これは 60 歳以

上が回答者の４割で、実際に通学している子どもが少なかったことが影響したと考えら

れる。 

45.9%

43.2%

32.4%

32.4%

16.2%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

明治期からの教育県の

伝統が生きている

学校と地域・家庭の

連携が良い

全人教育をしている

信濃教育会があり教員の指導、

教育研究に努めている

生涯教育が盛んで

施設も良い

教員に教える力がある
（回答37人）

◆教育県だと思う理由

43.9%

42.3%

32.4%

26.1%

12.6%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

教員の教える力が低下

明治期からの教育県の

伝統がなくなった

現役の大学進学率が低い

学校と地域・家庭の

連携が良くない

信濃教育会が影響力を

持ちすぎている

生涯教育の機会や

施設が良くない

◆教育県だと思わない理由

（回答253人）



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆教員へ

 教員への

中学校、高

学校教員に

また尊敬度

さらに通

きる」とし

る。中学校

がわれる。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

への尊敬度

の尊敬度も

高校とも全

には過半数

度も満足度

通学中の子

しているの

校教員を「

。 

◆通

小
（3
中
（3
高校
（4

度、小学校

も通学の子

全体で「尊敬

数が「尊敬で

度と同様、学

子どもがいる

のに対し、中

「尊敬できな

 

通学中の子ど

学生
8人）
学生
7人）
校生
0人）

（注） 満足は

小学生

通学中

校は高く

どもがいる

敬できる」

できる」とし

学校が上に

る保護者に

中学校は 4

ない」が 4

どもがいる保

満足 満

63.2%

29.7%

35.0%

教育に満

は「満足している

生がいる人は小

中の学校と先生

6 

るいないに

が「尊敬

しているの

に進むにつれ

に絞ってみる

1％、高校

49％に上り

護者の満足

満足していない

34.2

62.1

50.0

満足か

る」「ある程度満

小学校の満足度

生について示した

かかわらず

敬できない」

のに対し、高

れて低下す

ると、小学

は 55％と各

、とりわけ

足度と尊敬度

い 尊敬でき

2%

1%

0%

先生

満足している」の

度と尊敬度を示す

た。

ず、全員に

を大きく

高校教員は

する。 

学校は全体で

各段階でか

け中学への

度

きる 尊敬で

78.9%

40.5%

55.0%

生を尊敬できる

の合計、他も合計

す。中学、高校

に聞いた。小

上回る。た

45％にと

で 79％が

かなりの差が

の厳しい姿勢

できない

15.8%

48.6%

27.5%

るか

計の数字。

校も同様で

小学校、

ただ小中

どまる。

「尊敬で

が見られ

勢がうか



 

◇教育への

 回答者全

係を示した

の回答を、

る程度満足

い・わか

ない」「満

高い順に

先生への尊

数化して両

どう位置づ

から小学校

が、高校は

が分かる。

（満足度

 
 

◆高校の

 公立高校

区制」7％

中高一貫校

護者も「わ

 
 
 
 
 

◆中高一

 来年度か

する中高一

い」の 20

る保護者

「何とも言

多い。 

 「期待

る」59％、

上位に挙げ

った。 

の満足度と

全員の満足

たのが右の

、教育に「満

足している

らない」「あ

満足していな

５、４、３、

尊敬度につ

両者の関係

づけられる

校は満足度

は満足度も尊

。なお実線

2.94、尊敬

の４通学区

校の現在の

％、「何とも

校がスター

わからない

一貫校への

から屋代高

一貫校に「

％を大きく

も同じ傾向

言えない・

している」

「広い視野

げられ、「大

と先生への尊

足度と尊敬

のグラフだ。

満足してい

る」「何とも

あまり満足

ない」を満

２、１と点

ついても同

係で小・中・

るかを示した

度も尊敬度

尊敬度も低

線は全体の

敬度 3.45）で

区制支持 3

の４通学区制

も言えない

ートするが

い」としてい

の期待 43％

高校に、14 年

「期待してい

く上回った

向で、属性

わからない

人に聞いた

野に立った

大学進学重

尊敬度 

敬度の関

。選択肢

いる」「あ

も言えな

足してい

満足度が

点数化、

同様に点

・高校が

た。これ

度も高い

低いこと

の平均値

である。 

36％ 

制は支持が

・わからな

、通学区制

いる人がほ

％ 

年度からは

いる」が 4

。これは受

性による大き

い」37％で

た理由は

人間形成が

重視にこた

7 

が 36％、「全

ない」が 37

制撤廃の声

ほぼ半数だ。

は諏訪清陵

3％で「期

受験対象の

きな差は見

で、まだ様

「特色ある

が期待でき

えられる」

3.25

3.3

3.35

3.4

3.45

3.5

3.55

3.6

3.65

2.7

高等学

尊
敬
度

全県 1 区制

7％。来年か

声はあまり多
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待していな

子どもがい
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子見の人も
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る」45％が
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2.8

中学

学校
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度
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多くない。

生

な

い

。

も
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だ

2.9 3

学校

2.94

％、「以前の

上の通学区制

小中学生が

3.0 3.1

満足度

の 12 通学

制がない

がいる保

1 3.2

小学校
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 問 19 で日本の教育で課題だと思うものを聞いたが 1 位は「人間関係形成能力の低下」

だった。現在の課題解決として中高一貫校への期待感もあるようだ。 

 また「期待していない」人の理由としては「大学進学重視に偏った人間形成の恐れ」

を一番に挙げている。中高一貫校には、人間関係形成に危惧と期待感を抱いているとい

えそうだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆小学校教育、中学校教育に力を 

 長野県教育の現状を考え、どこに力をいれるべきか聞

いたところ小学校が 53％、次いで中学校の 46％でほかの

教育に大きな差をつけた。40 代を除く各年代、職業の各

層、各地域を通じても小学校教育の大切さが指摘された。

特に中学生までの子どもがいる保護者は６割以上が「小

学校教育に力をいれるべき」としている。 

中学校教育を１位に挙げたのは 40 代、中学生～大学生

の子どもがいる保護者で５割以上。 

家庭教育と答えたのは専業主婦が、ほかの層に比べ高

めの 40％だった。 

 

◆今後重要なのは「基礎学力」「公徳心やしつけ」 

 これからの長野県教育のあり方を考える上

で重要なことは「基礎学力」60％、「公徳心や

しつけ」51％、「教員の資質や指導力」46％が

上位３項目。01 年調査でも同じ質問をしたが

順位に変動がなく、教育の普遍的な課題と言

えそうだ。 

 60 代と職業別では役員・管理職・自由業、

商工・自営業者は「公徳心やしつけ」がトッ

プ。小中学生がいる保護者は「基礎学力」と

「教員の資質や指導力」が圧倒的に多い。 
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塾通いをしなくてもよくなる （回答182人）

◆期待している理由（上位5項目）
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◆期待しない理由（上位5項目）
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